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「 幸せの実感 」  

校長 野澤 一代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒川区立大門小学校 検索 

荒川区立大門小学校 

校 長 野澤 一代 

令和６年 ３月 １日 

Ｎｏ．１１ 

(４７０号) 

３月の季語。桃の節句、ひなまつり、啓蟄、からすがい、若鮎、山椒の芽。黄色い花が見られる季節はも

うすぐですね。学校の梅の花も花芽が大きくなり、あと少しで咲きそうです。 

今回はまず、令和５年度「児童・生徒の学力向上を図る調査（第４～６学年対象）」の質問項目１２「学習

活動の工夫」の回答状況から。 

先月号で「本校の研究」について 

書きました。その成果の一端が右の 

表の数字で表れています。東京都の 

平均より高いのは喜ばしいことです 

が、もっとも重要なことは、R4 より 

R5 の方が高くなったということです。 

「学習活動が工夫されている」と 

いう実感、「自分が学習に集中して 

いる」、「『対話』を心掛けている」 

「自分はがんばっている」という子 

ども自身の振り返りがあるというこ 

とです。 

今年度は、学習もそうですが、学 

校行事も特別活動も児童に「がんば 

った実感」を感じさせるように教職員は毎日努力してきました。 

 教職員だけではありません。先月、「尾久ろっこうドッジビー大会」がありました。昨年度は１勝もできず

残念でしたので、今年は子どもたちに「とにかく１勝！」と声を掛けました。するとなんと、準優勝！子ど

もたちだけではなく、今まで練習を一緒にやってくれていた PTA の方も飛び跳ねて喜んでくれていました。 

「がんばってきた実感」がそこにありました。（運営やお手伝い頂いた保護者の皆様、ありがとうございま

した。）そういった出来事の積み重ねが子どもたちの生きる力となり、心のエネルギーチャージになるのだと

思います。 

ユニセフの研究所が２０２０年「子どもの幸福度」を３８

カ国で国際比較し発表しました。日本は「身体的健康度」は

１位でしたが、「精神的幸福度」は３７位でした。 

私は、大門小学校の子どもたちが日々幸せを感じられるよ

うにしていきたいです。 

４月になると、また新しい年度です。大門小学校は子ども

たちのためにさらに進化していきます。 

令和５年度は、大門小学校の教育活動に御協力、御支援を

賜り、ありがとうございました。令和６年度もよろしくお願

いいたします。 

 


